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略解

[1] (i)  14N + 4He →　17O + ( 1H ) (ii)  9Be + 4He  →　12C + ( n )

(iii)  27Al (n, ( p )) 27Mg (iv)  9Be(p, α) ( 6Li ) (v)  14N (p, ( α )) 11C

[2] N/N0 = exp(–λ t); 1/2 = exp(–λ τ) の連立から、τ = 1.70 d.  

[3] この種の素粒子物理学上のエネルギーは eV単位で。

[4] 14C は成層圏でつくられ、自然界に大気循環して崩壊する。生物が活きている間は炭素固定や食物

連鎖のため一定の自然含有量となる。死ぬと崩壊だけ進む。

λ = 1.210x10–4 yr-1 と求めてから、題意により、t = 1364 yr となる。

（λ
を求めずに、[2]
のように消去して求めても構わない）

[5] すべて水素類似型原子になる。

軌道エネルギーは、n2 に反比例、Z2 に比例。

軌道半径は、n2 に比例、Zに反比例。
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[6] 動径分布関数 f = r2ψ2 である（煩雑のため、4π は落とした）。

次に、df/dr = 0 を解く。計算は慎重に。増減表を作成して、極大か極小かを言い当てる。

1s軌道について、極小 r = 0, 極大 r = a0/Z.

2s軌道について、極小 r = 0, 極大 r = (3–√5) a0/Z, 極小 r = 2 a0/Z, 極大（最大） r = (3+√5) a0/Z.

理工系のための化学基礎第五版、p.64、図 3.20下半分を参照されたい。

[7] 成書を御覧下さい。

全部書け、とのことですから、2s, 3s, 3p などをお忘れなく。

位相について色分けしてください（山＝白、谷＝黒とか）。

[8]

[9] 電子配置（1s2 2s2…）を書いて下さい。

6C, 2個;   20Ca, 0個;   25Mn, 5個;   26Fe3+, 5個;   29Cu+, ０個(3d10);   34Se2-, 0個;   64Gd3+, 7個

[10] 有効価電子数のカウントの仕方。

[Co(NH3)6]
2+ ：Co から７個、配位子から１２個、計１９個、

[Co(NH3)6]
3+ ：Co から６個、配位子から１２個、計１８個。１８個は閉殻となり安定化する。

（この閉殻構造は、ns2 np6 (n-1)d10 を指す。価電子というと主量子数がまたがっているため誤解

のおそれがある。有効原子番号 (EAN) という語が好まれる。）

有効原子番号は、[Co(NH3)6]
2+ は３７（Rb）、[Co(NH3)6]

3+は３６（Kr で希ガス型）で、前者は１

電子酸化されやすく、後者は安定。

なお、１８電子則（有効原子番号則）は、典型元素のオクテット則ほど安定性の判断に対して厳

密ではないことにも注意されたし。


